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第７回定例会　議決結果一覧表
議案番号 件　　　　　　　　　　名 議決年月日 結　果

議案第１号 監査委員の選任について 令和５年９月８日 同　　意

議案第２号 室戸市一般職の職員の給与に関する条例及び室戸市企業職員
の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第３号 室戸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第４号 室戸市福祉医療費助成に関する条例の一部改正について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第５号 室戸市火災予防条例の一部改正について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第６号 令和５年度室戸市一般会計補正予算（第６号）について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第７号 令和５年度室戸市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第８号 令和５年度室戸市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第９号 高知県広域食肉センター事務組合の解散について 令和５年９月２８日 原案可決

議案第10号 高知県広域食肉センター事務組合の解散に伴う事務承継に
ついて 令和５年９月２８日 原案可決

議案第11号 令和５年度室戸市一般会計補正予算（第７号）について 令和５年９月２８日 原案否決

議案第12号　 室戸市庁舎建設事業基金条例の一部改正について 令和５年９月２８日 原案可決

請願第１号 企業立地促進補助金支給対象企業への視察の請願 令和５年９月２８日 不　採　択

議決結果一覧表
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議 案 の 説 明
議案第６号関係   ◎令和５年度室戸市一般会計補正予算（第６号）について

　歳入歳出予算はそれぞれ１億５,６８５万７千円を追加し、総額１６１億１２１万８千円とするものです。
　歳出の主なものは、本庁舎耐震補強・改修工事等概算費用算出委託料２,３８２万６千円、介護基盤整備等事業費補助金
３,６６０万円、スジアオノリ等養殖施設屋根改修工事費１,７１０万５千円、住宅耐震改修工事費補助金１,３００万円の追加
等です。繰越明許費は１件で、本庁舎耐震補強・改修工事等概算費用算出委託業務２,３８２万６千円です。
　地方債の補正は、過疎対策事業債、公共事業等債、公共土木施設現年単独災害復旧事業債、農地等現年補助災害復旧事
業債及び臨時財政対策債について、事業に伴う限度額の変更を行うものです。

議案第７号関係   ◎令和５年度室戸市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について
　歳入歳出予算はそれぞれ１３４千円を追加し、総額２４億２,１４５万９千円とするものです。事業勘定におきまして、標準
報酬月額の定時決定等に伴い職員の人件費について補正するものです。

議案第８号関係   ◎令和５年度室戸市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について
　歳入歳出予算はそれぞれ１億２５７万２千円を追加し、総額２５億３,５０８万９千円とするものです。令和４年度介護給付
費実績の確定に伴う国庫負担金返還金等について補正するものです。

議案第11号関係   ◎ 令和５年度室戸市一般会計補正予算（第７号）について
　歳入歳出予算はそれぞれ１,８７２万５千円を追加し、総額１６１億１,９９４万３千円とするものです。本庁舎移転建替工事
概算費用算出委託料及び繰越明許費の補正です。

第７回定例会　賛否の分かれた議案等

番　号 件　　　名

久
保
田　
浩

池
田　
教
子

河
本　
竜
二

竹
中
真
智
子

田
渕　
信
量

竹
中
多
津
美

澤
山
保
太
郎

亀
井　
賢
夫

小
椋　
利
廣

脇
本　
健
樹

山
本　
賢
誓

町
田　
又
一

議決結果

議　案
第２号

室戸市一般職の職員の給与に関
する条例及び室戸市企業職員の
給与の種類及び基準に関する条
例の一部改正について

○○○○○○╳○○○○

議　
　
長

原案可決
（賛10、反1）

議　案
第４号

室戸市福祉医療費助成に関する
条例の一部改正について ○○○○○○╳○○○○ 原案可決

（賛10、反1）
議　案
第６号

令和５年度室戸市一般会計補正
予算（第６号）について ╳○○╳╳○╳○○○○ 原案可決

（賛7、反4）

議　案
第７号

令和５年度室戸市国民健康保険
事業特別会計補正予算（第１号）
について

○○○○○○╳○○○○ 原案可決
（賛10、反1）

議　案
第８号

令和５年度室戸市介護保険事業
特別会計補正予算（第１号）に
ついて

○○○○○○╳○○○○ 原案可決
（賛10、反1）

議　案
第10号

高知県広域食肉センター事務組合
の解散に伴う事務承継について ○○○○○○╳○○○○ 原案可決

（賛10、反1）
議　案
第11号

令和５年度室戸市一般会計補正
予算（第７号）について ╳○○╳╳○╳○╳○╳ 原案否決

（賛5、反6）

請　願
第１号

企業立地促進補助金支給対象企業
への視察の請願 ╳╳╳○○ ○╳○╳╳ 不採択

（賛4、反6）

賛否の分かれた議案等・議案の説明
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６
月
定
例
会

《
一
般
質
問
と
そ
の
答
弁
》

☆
室
戸
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て

問　
当
初
予
算
に
つ
い
て
。
当
市

は
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を

一
旦
、
基
金
に
積
み
立
て
、
基

金
を
取
り
崩
し
て
、
返
礼
品
や

事
務
費
に
充
当
す
る
よ
う
な
予

算
の
組
み
方
を
し
て
い
る
が
、

　
同
じ
寄
付
金
を
２
度
カ
ウ
ン
ト

す
る
こ
と
に
な
り
、
予
算
総
額

が
大
き
く
な
る
。
安
芸
市
の
よ

う
に
寄
付
金
で
返
礼
品
等
を
支

払
う
方
式
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
聞
く
。

答　
県
内
11
市
の
う
ち
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
予
算
計
上
方
法
に
つ

い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
当
市

と
同
様
に
一
旦
、
寄
付
金
全
額

を
基
金
に
積
み
立
て
て
い
る
の

が
６
市
、
安
芸
市
の
よ
う
に
返

礼
品
や
事
務
費
を
当
年
度
に
充

当
し
、
残
額
を
積
み
立
て
て
い

る
市
が
５
市
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
現
在
の
と
こ
ろ
特
段
問
題

も
な
い
の
で
直
ち
に
見
直
す
必

要
性
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
は
、
他
市
の
動
向
も
見
な

久
保
田 
浩 

議
員

小
椋 

利
廣 

議
員

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問　
公
債
費
・
市
債
に
つ
い
て
。

　
令
和
３
年
度
末
で
起
債（
借
金
）

残
高
が
１
４
２
億
８
９
４
４
万

円
と
市
長
が
就
任
し
て
、
13
億

　
５
６
５
２
万
円
増
加
し
て
い
る
。

今
年
度
の
予
算
で
も
、
起
債
額

が
返
済
額
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
起
債
を
減
ら
し
、
逆
に
繰
り
上

げ
償
還
等
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
聞
く
。

答　
市
債
に
つ
い
て
は
、
将
来
の

負
担
を
見
据
え
て
慎
重
に
発
行

し
、
今
後
に
お
い
て
も
基
本
的

に
は
発
行
額
が
償
還
額
を
上
回

ら
な
い
こ
と
を
目
標
と
し
て
い

る
。
繰
り
上
げ
償
還
に
つ
い
て

は
、
繰
り
上
げ
償
還
に
伴
う
損

失
に
対
す
る
補
償
金
の
支
払
い

が
必
要
と
な
る
た
め
、
起
債
残

高
を
減
ら
す
有
効
な
方
法
で
あ

る
が
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
第
２
室
戸
市
財
政
運
営
計
画

の
中
の
職
員
数
に
つ
い
て
。
令

和
元
年
度
２
５
３
名
か
ら
令
和

６
年
度
２
７
０
名
と
正
職
員
を

増
や
す
計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　
人
口
減
少
が
進
む
他
の
自
治
体

と
は
、
逆
の
方
向
に
進
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
か
。
正
職
員
数

を
削
減
し
、
会
計
年
度
任
用
職

員
数
に
つ
い
て
も
適
宜
、
見
直

す
方
が
人
件
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
聞
く
。

答　
人
口
規
模
や
産
業
構
造
が
類

似
し
た
団
体
や
高
知
県
内
の
各

市
と
の
職
員
数
の
比
較
結
果
を

見
る
と
人
口
当
た
り
の
職
員
数

が
他
市
と
比
較
し
て
多
く
な
っ

て
い
る
。
人
口
減
少
が
進
ん
で

い
る
状
況
下
に
お
い
て
は
、
職

員
数
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
来
年
度

改
定
予
定
の
財
政
運
営
計
画
の

中
で
も
職
員
数
の
削
減
等
に
つ

い
て
議
論
を
行
っ
た
う
え
で
位

置
づ
け
、
中
・
長
期
的
な
視
点

で
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

☆
室
戸
市
の
人
事
行

政
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

問　
職
員
の
年
齢
別
構
成
の
状
況

に
つ
い
て
。
当
市
は
、
平
成
初

期
に
職
員
の
採
用
が
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
53
歳
か
ら
59
歳
の

職
員
が
少
な
く
、
国
や
他
の
類

似
団
体
と
比
べ
て
、
平
均
年
齢

が
38
・
８
歳
と
若
く
、
今
後
も

人
件
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て

☆
市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

問　
住
民
投
票
で
、
約
70
％
の
市

民
が
反
対
す
る
庁
舎
新
築
・
移

転
は
断
念
し
て
現
庁
舎
の
耐
震

補
強
工
事
と
改
修
工
事
に
ど
の

よ
う
な
計
画
で
取
り
組
む
の
か

聞
く
。

答　
本
庁
舎
の
整
備
方
針
は
現
時

い
る
。
ま
た
、
10
数
年
も
す
れ

ば
、
ま
と
ま
っ
た
人
数
の
退
職

者
が
出
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　
「
室
戸
市
職
員
退
職
基
金
」
等

を
設
立
し
、
積
み
立
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

　
聞
く
。

答　
今
後
想
定
さ
れ
る
退
職
者
数

の
増
加
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
る
。
財
政
調
整
積
立
金
の
設

置
管
理
条
例
第
６
条
第
６
号
に

　
「
職
員
の
退
職
手
当
を
支
給
す

る
た
め
、
そ
の
財
源
に
充
て
る

と
き
は
、
基
金
の
全
部
又
は
一

　
部
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
財
源
と

な
る
財
政
調
整
積
立
金
の
残
高

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
に
お
い
て
は
直
ち
に
基

金
を
設
立
す
る
必
要
性
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

点
で
耐
震
補
強
・
改
修
工
事
か
、

移
転
建
て
替
え
か
決
定
し
て
お

ら
ず
、
基
本
設
計
及
び
概
算
工

事
費
の
算
出
の
業
務
委
託
で
算

出
さ
れ
た
費
用
を
判
断
材
料
と

し
て
、
令
和
６
年
９
月
定
例
会

を
目
途
に
庁
舎
の
整
備
方
針
を

決
定
し
た
い
。　
　

問　
正
職
員
中
、
室
戸
市
外
か
ら

の
通
勤
者
は
何
名
か
。
地
方
交

付
税
や
市
の
財
政
状
況
、
緊
急

非
常
事
態
時
の
管
理
体
制
等
職

員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
現
在
、
市
外
か
ら
の
通
勤
者

は
33
名
で
、
財
政
状
況
へ
の
影

響
は
普
通
交
付
税
や
市
税
の
減

少
、
市
内
経
済
の
減
収
が
あ
る

が
、
市
内
に
居
住
す
る
市
外
出

身
者
も
お
り
、
市
内
居
住
の
協

力
を
求
め
る
と
と
も
に
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
と
防
災
訓
練
に

よ
る
危
機
管
理
体
制
の
構
築
、

　
職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
。

問　
室
戸
市
の
人
口
増
加
と
子
ど

も
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
を

聞
く
。

答　
令
和
５
年
度
か
ら
、
保
育
料

や
小
・
中
学
校
の
給
食
費
の
無

償
化
を
図
り
、
今
議
会
に
、
乳

幼
児
等
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
15
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
上

げ
る
議
案
を
提
出
し
て
い
る
。

　
地
域
全
体
で
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
室
戸
市
と
な
っ
て
人
口

増
加
に
取
り
組
む
。

一般質問
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池
田 

教
子 

議
員

問　
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
と
室

戸
中
学
校
の
高
台
移
転
計
画
、

　
室
戸
小
学
校
の
不
適
切
な
指
導

に
つ
い
て
聞
く
。

答　
本
年
５
月
に
策
定
し
た
「
室

戸
市
保
育
所
及
び
小
中
学
校
適

正
規
模・適
正
配
置
実
施
計
画
」

で
中
学
校
の
施
設
整
備
が
予
定

よ
り
２
年
遅
れ
る
事
に
な
り
段

階
的
な
統
合
で
は
な
く
、
令
和

10
年
度
に
４
つ
の
中
学
校
を
統

合
し
て
開
校
す
る
計
画
や
実
施

計
画
案
に
つ
い
て
地
域
説
明
会

や
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会
を

開
催
し
、
様
々
な
意
見
を
交
換
、

９
月
も
参
加
で
き
な
か
っ
た
方

に
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
適
正

規
模
・
適
正
配
置
の
方
向
性
を

決
め
る
。
新
し
い
室
戸
中
学
校

の
移
転
先
は
候
補
地
資
料
作
成

委
託
業
務
の
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
候
補
地
選
定
委
員
会
で
検

討
を
行
う
の
で
、
令
和
６
年
２

月
頃
を
予
定
。
元
小
学
校
の
統

合
計
画
に
つ
い
て
は
被
災
時
の

安
全
確
保
が
難
し
く
、
令
和
７

年
度
か
ら
室
戸
小
学
校
に
統
合

計
画
。
室
戸
小
学
校
の
不
適
切

な
指
導
に
つ
い
て
、
臨
時
校
長

会
を
開
催
し
、
今
後
二
度
と
行

き
過
ぎ
た
指
導
が
な
い
よ
う
指

示
を
行
い
、
市
教
育
委
員
会
へ

の
報
告
の
徹
底
を
指
示
、
学
校

の
信
頼
回
復
に
努
め
る
。

問　
大
き
く
人
口
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
経
済
の
活
性
化
や
若

い
人
達
の
移
住
・
定
住
対
策
、

　
電
気
・
ガ
ス
・
ガ
ソ
リ
ン
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
物
価
高
騰
に

よ
る
生
活
支
援
、
産
業
の
振
興

策
や
介
護
者
不
足
に
よ
る
高
齢

化
対
策
等
、
今
後
の
市
政
運
営

の
取
り
組
み
を
聞
く
。

答　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
取
り
組
み
の
事
業

内
容
の
見
直
し
や
、
国
や
県
な

ど
の
制
度
を
最
大
限
活
用
し
な

が
ら
効
果
的
な
取
り
組
み
を
検

討
す
る
。
介
護
人
材
不
足
は
、

　

県
内
で
も
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
県
を
含
め
た
関
係
機
関
で

意
見
交
換
や
協
議
を
重
ね
て
い

る
。
産
業
振
興
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
一
次
産
業
を
は
じ

め
と
す
る
市
内
事
業
者
の
厳
し

い
状
況
は
理
解
し
て
い
る
。
ふ

る
さ
と
室
戸
応
援
寄
附
金
事
業

で
、
自
治
体
間
の
返
礼
品
競
争

が
激
し
く
な
っ
て
い
る
状
況
な

の
で
、
返
礼
品
協
力
事
業
者
と

の
連
携
を
強
化
し
返
礼
品
の
魅

力
化
を
図
る
。

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
に
つ
い
て

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
２
０

　
１
６
年
か
ら
運
用
が
始
ま
り
、

　
国
内
全
て
の
住
民
に
12
桁
の
番

号
が
割
り
当
て
ら
れ
、
生
ま
れ

た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
も
自

動
的
に
附
番
さ
れ
る
。
現
在
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
や

税
・
災
害
対
策
の
分
野
で
活
用

さ
れ
、健
康
保
険
証
や
医
療
費・

児
童
手
当
な
ど
、
計
29
項
目
の

情
報
が
ひ
も
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
カ
ー
ド
を

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
必
要
な
ツ
ー

ル
と
し
て
普
及
を
進
め
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
昨
年
は
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
使
っ
て

室
戸
市
独
自
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
普
及
促
進
事
業
に
取
り

組
ん
だ
。
併
せ
て
、
国
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
よ
り
７
月

以
降
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
様

が
申
請
に
来
ら
れ
、
本
市
も
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
が

促
進
さ
れ
た
と
思
う
。
現
在
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

率
を
聞
く
。

答　
直
近
８
月
末
時
点
で
75
・
93

　
％
県
内
11
市
中
４
番
目
に
高
い

交
付
率
と
な
っ
て
い
る
。
交
付

率
向
上
に
向
け
乳
幼
児
健
診
会

場
に
お
い
て
、
検
診
に
来
ら
れ

た
乳
幼
児
等
に
つ
い
て
も
会
場

で
の
申
請
が
出
来
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
。

問　
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
な
ど
で
報

道
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
の
ほ

と
ん
ど
が
、
情
報
ひ
も
付
け
の

際
の
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
や
人

為
的
な
入
力
ミ
ス
な
ど
が
原
因

と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
事
例
が
発
生
し
て
い
な
い
か

聞
く
。

答　
現
時
点
で
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の

報
告
は
受
け
て
い
な
い
が
、
先

日
の
高
知
新
聞
に
お
い
て
「
生

活
保
護
の
項
目
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
点
検
が
必
要
」
と
の
報

道
が
な
さ
れ
て
お
り
、
担
当
課

に
お
い
て
確
認
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

☆
農
福
連
携
に
つ
い
て

問　
農
福
連
携
は
、
農
業
と
福
祉

が
連
携
し
て
障
が
い
者
や
引
き

こ
も
り
等
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
て
い
る
方
の
就
労
を
支
援
す

る
こ
と
で
、
農
業
分
野
で
の
活

躍
を
通
じ
て
自
信
や
生
き
が
い

を
つ
く
り
、
社
会
参
画
を
実
現

す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。
本
市

に
お
い
て
も
ぜ
ひ
取
り
組
む
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
取
り

組
む
考
え
が
あ
る
か
聞
く
。

答　
本
市
に
お
い
て
も
必
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
準
備
段
階
で

は
あ
る
が
取
り
組
み
を
開
始
し

て
い
る
。
本
年
度
は
「
室
戸
市

障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
就
労

支
援
部
会
」
に
お
い
て
今
後
の

取
り
組
み
方
針
や
事
業
計
画
に

つ
い
て
意
見
交
換
や
協
議
を
お

こ
な
っ
て
い
る
。

問　
本
市
が
取
り
組
む
と
し
た
際

の
問
題
点
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
聞
く
。

答　
障
害
や
障
が
い
者
へ
の
理
解
、

農
福
連
携
に
つ
い
て
の
周
知
を

促
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

受
け
皿
と
な
る
農
家
の
方
だ
け

で
な
く
、
漁
業
・
製
造
業
・
一

次
産
業
の
方
々
に
も
ご
参
画
頂

け
る
よ
う
、
サ
ミ
ッ
ト
や
就
労

体
験
会
等
の
開
催
、
個
別
の
協

力
依
頼
な
ど
庁
内
及
び
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
く
。

一般質問
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田
渕 

信
量 

議
員

澤
山 

保
太
郎  

議
員

☆
陶
芸
教
室
の
陶
芸

窯
に
つ
い
て

問　
本
市
に
お
い
て
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
予
防
、
65
歳
未
満
の

方
に
は
生
涯
学
習
と
し
て
月
３

回
の
陶
芸
教
室
が
行
わ
れ
て
い

る
。
現
在
使
用
し
て
い
る
窯
の

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の

今
に
も
壊
れ
そ
う
な
陶
芸
窯
の

改
修
が
早
急
に
で
き
な
い
か
聞

く
。

答　
専
門
業
者
に
点
検
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
、
耐
用
年
数
は
経
過

し
て
お
り
所
々
腐
食
が
進
ん
で

い
る
が
通
電
検
査
に
お
い
て
問

題
は
な
く
、
現
時
点
で
の
熱
線

出
力
の
低
下
は
な
い
と
の
結
果

で
あ
る
。
釜
の
状
態
を
注
視
し

な
が
ら
、
新
し
い
陶
芸
窯
購
入

の
予
算
措
置
も
検
討
し
て
い
く
。

☆
室
戸
市
役
所
庁
舎

に
つ
い
て

問　
住
民
投
票
の
結
果
が
示
す
根

本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
い
限

り
、
住
民
投
票
の
結
果
で
あ
る

民
意
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
根
本
的
な
問
題

を
解
決
で
き
る
の
か
市
長
の
考

え
を
聞
く
。

☆
企
業
立
地
促
進
事

業
費
補
助
金
に
つ

い
て

問　
３
千
万
・
２
千
万
と
い
う
補

助
金
を
企
業
に
渡
し
て
い
い
の

か
。
要
綱
の
中
に
は
、
銀
行
の

融
資
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
企

業
だ
と
書
い
て
お
り
、
補
助
金

と
い
う
の
は
公
益
性
が
な
け
れ

ば
民
間
に
補
助
金
を
渡
せ
な
い

が
、
公
益
性
が
あ
る
の
か
聞
く
。

答　
こ
の
補
助
金
は
、
地
域
経
済

の
活
性
化
並
び
に
雇
用
機
会
の

創
出
、
拡
大
を
図
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
点
で
一
定
の
成
果
が

出
て
い
る
。

問　
雇
用
契
約
書
を
見
る
と
悲
惨

な
状
況
で
あ
る
。
雇
用
契
約
を

一
切
徴
取
し
て
い
な
い
の
も
あ

答　
住
民
投
票
以
降
、
市
議
会
等

と
の
様
々
な
論
議
を
進
め
る
中

で
こ
の
庁
舎
を
耐
震
補
強
・
改

修
工
事
で
進
め
る
べ
き
か
、
そ

れ
と
も
津
波
の
来
な
い
高
台
へ

移
転
建
て
替
え
す
べ
き
か
６
月

と
７
月
に
開
催
し
た
意
見
交
換

会
に
議
員
の
皆
様
か
ら
様
々
な

ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
、

耐
震
補
強
・
改
修
工
事
等
で
進

め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
初

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
免
震
装

置
の
設
置
や
新
西
庁
舎
の
整
備

な
ど
と
い
っ
た
工
事
が
追
加
と

な
り
、
庁
舎
移
転
建
て
替
え
の

場
合
に
お
い
て
は
、
将
来
を
見

通
し
た
適
切
な
規
模
に
よ
る
面

積
算
定
等
が
必
要
と
な
る
な
ど

住
民
投
票
を
行
っ
た
時
よ
り
も

整
備
内
容
が
大
き
く
変
わ
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
総
合
的
に

判
断
を
す
る
た
め
の
判
断
材
料

と
し
て
、
基
本
設
計
や
概
算
費

用
の
算
出
に
か
か
る
委
託
料
に

つ
い
て
９
月
議
会
に
予
算
を
計

上
し
た
。
委
託
業
務
完
了
後
に

お
い
て
、
調
査
結
果
を
踏
ま
え

た
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の

内
容
を
検
討
し
、
財
政
の
中
長

期
的
な
計
画
も
見
据
え
た
う
え

で
、
本
庁
舎
の
整
備
方
針
を
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
文
書
管
理
に
つ
い
て
、
本
庁

舎
の
地
震
対
策
と
合
わ
せ
、
浸

水
区
域
外
へ
の
移
設
等
に
つ
い

て
は
検
討
を
行
っ
て
い
く
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、
現
在
ま
で
に

そ
の
取
り
組
み
が
出
来
て
い
る

の
か
聞
く
。

答　
地
下
に
あ
る
書
庫
の
文
書
に

つ
い
て
は
、
永
年
保
存
の
必
要

が
あ
る
文
書
を
保
有
す
る
各
課

を
対
象
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
優
先
順
位
を
つ
け
、
４
階

の
書
庫
に
移
設
を
行
っ
て
お
り
、

現
在
例
規
の
制
定
及
び
改
廃
に

関
す
る
文
書
、
農
地
法
関
連
文

書
及
び
文
化
財
保
存
に
関
す
る

文
書
等
を
４
階
の
書
庫
に
て
保

管
し
て
い
る
。

☆
室
戸
市
企
業
立
地

促
進
事
業
費
補
助

金
制
度
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
度
、
当
初
予
算
や

補
正
予
算
に
は
、
こ
の
事
業
費

予
算
が
組
ま
れ
て
い
な
い
が
、

　
こ
の
制
度
を
継
続
し
な
い
の
か
、

他
に
理
由
が
あ
る
か
聞
く
。

答　
議
会
で
の
一
般
質
問
な
ど
に

お
い
て
、
議
員
の
方
々
か
ら
補

助
金
交
付
要
綱
の
内
容
や
補
助

額
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
現

在
補
助
金
交
付
要
綱
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

☆
室
戸
市
立
市
民
図

書
館
に
つ
い
て

問　
図
書
館
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
聞
く
。

答　
あ
と
９
年
で
、
耐
用
年
数
の

60
年
を
迎
え
る
と
い
う
事
で
、

　
今
後
に
お
い
て
は
、
県
立
図
書

館
等
の
専
門
家
や
他
の
図
書
館

に
関
す
る
組
織
づ
く
り
を
検
討

し
、
皆
様
に
快
適
に
ご
利
用
い

た
だ
け
る
図
書
館
づ
く
り
に
努

め
る
。

問　
図
書
館
の
資
料
費
に
つ
い
て

聞
く
。

答　
国
の
基
準
は
８
４
０
万
円
に

対
し
、
本
市
の
予
算
は
４
４
０

　
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
の

図
書
館
の
資
料
ス
ペ
ー
ス
の
狭

さ
か
ら
北
庁
舎
の
教
育
研
究
所

に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状

で
あ
る
。
高
知
県
立
図
書
館
等

と
の
連
携
に
よ
る
資
料
の
貸
し

借
り
を
行
う
こ
と
で
対
応
し
て

い
く
。
資
料
数
は
、
市
民
の
文

化
向
上
や
生
涯
学
習
の
推
進
に

も
関
わ
っ
て
く
る
重
要
な
問
題

で
あ
る
の
で
資
料
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

一般質問
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り
、
契
約
日
や
就
業
開
始
の
期

日
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
補
助
事
業
の
１
年
前
の
雇

用
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
雇
用

保
険
に
入
っ
て
い
な
い
も
の
も

あ
り
社
会
保
険
は
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
い
な
い
。
ま
た
雇
用
も

大
半
が
パ
ー
ト
で
時
間
給
で
あ

る
。
こ
れ
で
雇
用
の
確
保
と
い

え
る
の
か
聞
く
。

答　
雇
用
の
確
認
方
法
は
、
雇
用

契
約
書
や
雇
用
保
険
な
ど
の
書

類
で
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

現
地
調
査
を
行
い
、
確
認
し
て

い
る
。

☆
創
業
・
事
業
承
継

支
援
補
助
金
に
つ

い
て

問　
当
時
現
職
の
議
員
で
監
査
委

員
で
あ
っ
た
者
に
、
こ
の
補
助

金
１
３
２
万
円
余
り
を
支
給
し

て
い
る
。
ヘ
ア
サ
ロ
ン
だ
か
ら

美
容
師
の
資
格
が
な
い
と
い
け

な
い
の
に
家
族
が
美
容
院
を
開

い
て
い
る
。
家
族
が
や
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
人
の
名
義
で
補

助
金
申
請
を
し
て
も
ら
う
べ
き

だ
。
前
議
員
は
資
格
が
あ
る
の

か
聞
く
。

答　
現
職
の
議
員
に
補
助
金
を
交

付
す
る
こ
と
の
違
法
性
は
な
い
。

補
助
金
申
請
者
が
事
業
主
と

な
っ
て
、
営
業
に
必
要
な
資
格

を
持
っ
た
従
業
員
を
雇
用
し
て

お
れ
ば
問
題
は
な
い
。

☆
庁
舎
移
転
問
題
に

つ
い
て

問　
市
長
は
、
市
民
説
明
会
の
会

場
で
「
若
者
が
戻
っ
て
き
た
り

移
住
者
が
増
え
る
た
め
に
、
立

派
な
建
物
を
建
て
な
い
か
ん
」

と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
、
別
の

会
場
で
は
市
民
に
向
か
っ
て
、

　
「
ぜ
い
た
く
な
建
物
と
思
う
で

し
ょ
う
、
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

若
者
た
ち
が
戻
っ
て
き
た
り
す

る
た
め
に
は
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
立

派
な
建
物
を
建
て
な
い
か
ん
」

と
言
っ
て
い
る
。
議
事
録
に
も

載
っ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と

か
聞
く
。

答　
豪
華
な
庁
舎
を
建
て
る
と
の

思
い
は
全
く
な
い
。
津
波
の
来

な
い
場
所
に
庁
舎
が
整
備
さ
れ

て
い
る
と
若
者
や
移
住
者
な
ど

Ｉ
タ
ー
ン
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
効
果

的
に
働
く
と
の
考
え
を
申
し
上

げ
た
。

☆
国
交
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
つ
い
て

問　
国
交
省
の
「
災
害
に
強
い
官

公
庁
施
設
づ
く
り
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
は
、
津
波
浸
水
地
域
で

も
、
重
要
機
器
類
や
書
類
を
上

竹
中 
真
智
子 

議
員

☆
市
長
の
政
治
姿
勢

に
つ
い
て

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て
、
罹
患
後
、
後
遺

症
に
苦
し
む
市
民
に
室
戸
市
独

の
階
に
あ
げ
る
と
か
、
ま
た
浸

水
を
防
ぐ
防
壁
等
を
つ
く
る
対

策
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
ど
お
り
の
対
応
で
良

い
の
で
は
な
い
か
聞
く
。

答　
本
庁
舎
の
状
況
は
最
大
で
３

ｍ
浸
水
が
予
測
さ
れ
、
１
階
部

分
な
ど
で
は
浸
水
、
が
れ
き
の

流
入
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ

う
な
場
合
執
務
室
や
機
器
類
が

浸
水
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て

も
迅
速
な
災
害
対
策
が
取
れ
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
庁
舎

が
津
波
浸
水
外
に
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
う
。

問　
南
海
地
震
対
策
に
つ
い
て
地

震
の
震
源
で
あ
る
活
断
層
は
室

戸
周
辺
で
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

聞
く
。

答　
本
市
に
も
活
断
層
が
い
く
つ

か
あ
る
。
行
当
岬
断
層
、
羽
根

北
東
、
吉
良
川
断
層
、
盲
道
谷

断
層
、
西
寺
断
層
、
羽
根
断
層

な
ど
が
あ
る
。

問　
女
性
消
防
職
員
に
つ
い
て
、

　
昨
年
４
人
の
女
性
が
受
験
し
た
。

女
性
職
員
を
採
用
、
育
成
し
て

い
く
こ
と
で
き
る
の
か
。
今
の

施
設
整
備
で
改
善
し
な
く
て
も

使
え
る
の
か
聞
く
。

答　
女
性
職
員
を
採
用
す
る
事
を

想
定
し
施
設
、
設
備
面
の
整
備

を
検
討
し
進
め
て
い
く
。
採
用

試
験
の
方
法
や
採
点
基
準
は
、

　
他
の
消
防
本
部
の
試
験
方
法
等

参
考
に
優
秀
な
職
員
の
確
保
に

努
め
る
。

問　
市
庁
舎
建
設
事
業
基
金
に
つ

い
て
、
３
年
間
積
み
立
て
９
億

円
に
な
る
が
、
建
設
・
建
築
・

土
木
関
係
等
の
業
種
に
話
を
聞

い
た
。
仕
事
が
減
り
疲
弊
し
て

い
る
と
。
こ
れ
ら
の
業
種
は
台

風
・
集
中
豪
雨
・
地
震
災
害
等

の
際
、
現
場
で
災
害
復
旧
活
動

に
協
力
い
た
だ
く
職
種
の
人
達

で
あ
る
。
公
共
事
業
等
削
り
や

す
い
と
こ
ろ
か
ら
取
り
、
自
分

が
や
り
た
い
、
し
た
い
と
こ
ろ

へ
金
を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
市
民
が
受
け
る
べ
き
市

民
サ
ー
ビ
ス
が
消
え
て
い
る
。

　
こ
の
現
状
を
ど
う
見
て
い
る
か

聞
く
。

答　
公
共
事
業
に
影
響
が
で
て
い

る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
市
内

に
は
建
設
業
を
は
じ
め
、
建
設

関
連
産
業
に
多
く
の
人
が
従
事

し
て
い
る
。
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
や
地
域
雇
用
確
保
の
観

自
の
救
済
の
方
法
が
と
れ
な
い

の
か
聞
く
。

答　
国
や
県
に
も
制
度
が
な
く
、

　
市
独
自
で
救
済
方
法
を
設
立
す

る
の
は
難
し
い
。

問　
市
民
館
長
配
置
に
つ
い
て
、

　
職
員
配
置
は
、
い
つ
ま
で
に
見

直
さ
れ
、
元
の
専
任
館
長
の
配

置
に
な
る
の
か
聞
く
。

答　
必
要
な
職
員
数
を
確
保
し
、

　
来
年
度
当
初
に
は
専
任
館
長
を

配
置
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

問　
羽
根
昭
和
保
育
所
に
つ
い
て
、

同
和
対
策
事
業
で
建
て
ら
れ
た

こ
の
保
育
所
が
、
ま
だ
決
定
で

は
な
い
が
高
台
移
転
し
た
ら
、

　
同
和
保
育
は
最
低
限
今
や
っ
て

い
る
よ
う
に
で
き
る
の
か
聞
く
。

答　

保
育
所
が
移
転
す
る
事
と

な
っ
て
も
、
人
権
保
育
の
趣
旨

が
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
愛
さ
れ

る
保
育
所
と
な
る
よ
う
保
護
者
、

地
域
、
学
校
等
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
保
育
士
が
人
権
感
覚

を
高
め
、
人
権
保
育
を
推
進
し

て
い
く
役
割
を
担
う
立
場
を
自

覚
し
、
資
質
の
向
上
に
努
め
子

ど
も
の
人
権
を
尊
重
し
た
保
育

を
推
進
し
て
い
く
。

一般質問
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☆
観
光
施
策
に
つ
い
て

問　
室
戸
市
に
「
ら
ん
ま
ん
」
の

経
済
効
果
は
あ
っ
た
の
か
聞
く
。

答　
４
月
か
ら
８
月
の
観
光
施
設

を
昨
年
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

　
「
ら
ん
ま
ん
」
に
よ
る
利
用
者

の
増
加
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な

い
。

問　
朝
ド
ラ
に
絡
め
た
企
画
で
、

　
何
を
行
っ
た
か
聞
く
。

答　
昨
年
度
高
知
県
の
補
助
金
を

活
用
し
、
受
け
入
れ
整
備
と
し

て
、
郷
地
区
で
の
草
花
等
の
散

策
コ
ー
ス
整
備
や
体
験
の
受
入

体
制
整
備
、
室
戸
岬
で
の
案
内

看
板
の
整
備
を
行
い
、
案
内
機

能
の
強
化
と
し
て
、
ガ
イ
ド
の

養
成
を
行
っ
た
。
今
年
度
の
取

り
組
み
と
し
て
、
鯨
館
に
お
い

て
牧
野
博
士
と
室
戸
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
関
す
る
企
画
展
を
開
催
し

た
。
東
部
観
光
協
議
会
の
事
業

で
東
部
地
域
の
宿
泊
施
設
で
宿

泊
さ
れ
た
方
に
ク
ー
ポ
ン
を
配

布
す
る
事
業
を
行
い
、
県
東
部

へ
の
集
客
を
図
っ
て
い
る
。

問　
「
ら
ん
ま
ん
」
終
了
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
室
戸
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

ウ
ェ
ル
ネ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
視

点
に
立
っ
た
長
期
的
な
取
り
組

み
に
加
え
、「
ら
ん
ま
ん
」
を

好
機
と
と
ら
え
た
高
知
県
の
取

り
組
み
に
も
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

連
携
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
で
植
物
等
に
関
す
る
企
画

展
示
を
12
月
か
ら
実
施
す
る
予

定
で
あ
る
。

☆
ド
ロ
ー
ン
の
利
活

用
に
つ
い
て

問　
何
課
に
導
入
し
て
い
る
の
か
。

答　
建
設
土
木
課
に
重
量
約
３
㎏

が
１
機
、
消
防
本
部
に
重
量
約

１
㎏
と
約
６
０
０
ｇ
の
２
機
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。

問　
ド
ロ
ー
ン
の
利
用
用
途
を
聞

く
。

答　
建
設
土
木
課
で
は
、
林
道
や

山
腹
の
崩
壊
、
漁
港
の
外
郭
施

設
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
被
害

状
況
や
規
模
を
把
握
す
る
際
、

　
人
に
よ
る
立
ち
入
り
が
困
難
な

現
場
に
お
い
て
活
用
し
て
い
る
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
調
査
や

捜
索
活
動
等
で
あ
り
、
こ
れ
ま

で
に
火
災
調
査
11
件
、
行
方
不

明
者
捜
索
１
件
の
活
動
実
績
が

あ
る
。

問　
ド
ロ
ー
ン
を
新
し
い
ツ
ー
ル

と
し
て
の
考
え
は
な
い
か
聞
く
。

答　
観
光
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課
で

は
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
動
画
に

つ
い
て
、
撮
影
の
技
術
等
の
問

題
か
ら
、
広
告
業
者
等
に
よ
る

動
画
を
活
用
し
て
い
る
。
近
年

機
器
の
単
価
も
下
が
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
今
後
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
情
報
発
信
業
務
を

担
当
す
る
職
員
に
、
技
術
を
習

得
し
て
頂
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
手

軽
な
情
報
発
信
か
ら
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
。
防
災
対
策
課
で

は
、
災
害
発
生
時
に
は
国
道
が

長
期
に
わ
た
り
通
行
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
り
、
孤
立
し
た
被

災
地
へ
の
物
資
の
輸
送
等
で
役

立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。
物

資
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、
被
災

地
の
状
況
把
握
、
要
救
助
者
の

捜
索
等
で
活
用
が
期
待
で
き
る

も
の
と
認
識
し
て
お
り
、
早
期

脇
本 

健
樹 

議
員

の
導
入
や
そ
の
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

問　
農
業
用
補
助
事
業
を
聞
く
。

答　
人
手
不
足
が
課
題
の
農
業
分

野
に
お
い
て
、
効
率
的
に
病
害

虫
の
駆
除
や
肥
料
の
散
布
が
で

き
る
機
器
と
し
て
、
県
内
で
も

導
入
が
進
ん
で
い
る
。
県
の
制

度
で
「
高
知
県
ス
マ
ー
ト
農
業

推
進
事
業
費
補
助
金
」
が
あ
る
。

補
助
対
象
者
は
、
個
人
経
営
を

含
む
農
業
経
営
体
、
農
業
生
産

組
織
な
ど
で
あ
る
。

☆
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
避
難
施
設
の
空
調
設
備
に
つ

い
て
聞
く
。

答　
避
難
者
が
少
人
数
の
場
合
は
、

会
議
室
等
を
使
用
す
る
た
め
一

定
の
整
備
は
で
き
て
い
る
が
、

　
避
難
者
が
大
人
数
の
場
合
の
大

ホ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
は
未
整

備
で
あ
る
。

問　
予
備
電
源
の
状
況
を
聞
く
。

答　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
み
が

自
家
発
電
設
備
が
備
わ
っ
て
お

り
、
そ
れ
以
外
は
未
整
備
で
あ

る
。

点
か
ら
、
今
後
積
極
的
に
事
業

量
の
確
保
に
努
め
、
ふ
る
さ
と

納
税
分
の
余
力
も
あ
る
の
で
公

共
事
業
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

問　
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い

て
、
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
等
計
画
に
反
対
意
見
も
複
数

あ
る
中
で
、
本
年
10
月
に
決
定

を
急
ぐ
理
由
は
何
か
聞
く
。

答　
令
和
８
年
よ
り
統
合
中
学
校

で
開
校
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、

２
年
遅
れ
て
い
る
。
南
海
ト
ラ

フ
地
震
か
ら
子
ど
も
達
の
生
命

を
守
る
観
点
、
今
ま
で
以
上
に

生
徒
の
力
を
伸
ば
す
教
育
環
境

を
整
え
、
全
て
の
地
区
が
関

わ
っ
た
学
校
づ
く
り
を
す
る
た

め
令
和
10
年
度
に
１
つ
に
な
る

計
画
で
あ
る
。

問　
室
戸
中
学
校
の
み
高
台
移
転

さ
せ
た
場
合
と
、
４
中
学
校
を

統
合
さ
せ
た
場
合
と
国
庫
補
助

金
や
交
付
金
措
置
の
割
合
は
ど

の
程
度
変
わ
る
の
か
、
市
の
負

担
は
ど
の
程
度
変
わ
る
の
か
聞

く
。

答　
統
合
・
新
設
の
場
合
、
室
戸

中
学
校
の
み
高
台
移
転
と
な
っ

て
も
事
業
名
は
違
う
が
、
国
１

／
２
の
負
担
と
な
る
。
統
合
中

学
校
新
設
の
場
合
は
、
室
戸
中

学
校
の
み
高
台
移
転
し
た
場
合

よ
り
３
ク
ラ
ス
多
い
見
込
み
。

　
こ
の
３
ク
ラ
ス
分
の
市
の
実
質

負
担
額
は
、
３
千
万
円
程
度
増

え
る
と
想
定
し
て
い
る
。

一般質問
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総務文教委員会委員長報告（条例）
委 員 会 開 催 日 令和５年９月 15日
付 託 件 数 ３件
審査経過及び結果 下表のとおり

■議案第２号　室戸市一般職の職員の給与に関する条例及び室戸市企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

質疑なし 原案可決

■議案第３号　室戸市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

対象となる施設はどこにあるのか。
対象施設は、室戸小学校である。学校内の空き教室を低
学年、高学年でそれぞれ１教室ずつ利用し、小学校の校
庭を屋外の遊び場として使用している。

原案可決

■議案第５号　室戸市火災予防条例の一部改正について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

条例第１１条第３項第２号の「キュービ
クル式のものにあっては、」を削除し
た理由は何か聞く。

キュービクル式に限らず、その他のものであっても同等
の安全対策ができていることから、文言の削除を行った。 原案可決

総務文教委員会委員長報告（予算）
委 員 会 開 催 日 令和５年９月 15日
付 託 件 数 １件
審査経過及び結果 下表のとおり

■議　案　名：議案第６号　令和５年度室戸市一般会計補正予算（第６号）について
　審査結果：原案可決
所 管 課 款 項 目 質 疑 内 容 答 弁 内 容

総 務 課 歳入
19款 繰越金

繰越金は使いきれな
かった場合は基金に積
み立てるのか。もしく
は国へ返還するのか。

６月及び９月補正にて一般財源として使用した。
令和４年度決算剰余金の残額が約５,４４０万円となる。
今後使用しきれなかった場合は、財政調整積立基金への
積立が現実的であると考えている。

産業振興課

歳入
17-1-3-2
水産業振興費寄附金

寄附の経緯と寄附金
額について聞く。

セントラルグループが室戸市の水産振興に活用してほし
いということで、５月にチャリティーゴルフコンペを開
催し、そこで集まった寄附金をいただいたものである。

5-3-2-14
工事請負費

なぜ室戸市が工事を
行うのか聞く。

市の施設であること。
また、指定管理者との協定の中で、５０万円を超える施
設修繕等は市が行うと定めているためである。

委員長報告
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所 管 課 款 項 目 質 疑 内 容 答 弁 内 容

財産管理課 7-5-2-10
修繕料

本会議では変更増に
よる予算計上との説
明であったが、間違
いないか。

当初で２千万円の修繕料を予算化していたが、予算残額
が約２３０万円であるため、今後半年で修繕料の不足が
見込まれることから今回補正するものである。

まちづくり
推 進 課

2-1-6-1
集落支援員
報酬

集落支援員の採用基準
として、市内・市外は
関係ないのか聞く。

特に市内・市外は関係なく、集落の活性化に寄与するた
め支援員を配置している。

建設土木課 7-2-1
道路維持費

市道の舗装工事費は
今回の補正予算に組
まれているのか。

今回の補正予算の対象ではない。

税 務 課

2-2-2-12
法改正に伴う
システム改修他
委託料

システム改修の内容
と委託先は決まって
いるのか。

システム改修は、令和６年度から国の森林環境税が賦課
されることに伴うものである。
委託先については、１００万円を超えるものは、指名審
査委員会に諮って決定する。

市 民 課 質疑なし

保健介護課
3-1-4-18
介護基盤整備等
事業費補助金

事業内容について聞
く。

地域密着型介護事業所グループホームびわの里の高台移
転整備に係る補助金である。
財源は県１００％であるが、地域密着型介護事業所は市の
指定事業所のため、一旦は市から歳出を行うことになる。

こ ど も
子 育 て
支 援 課

3-2-1-12
乳幼児医療シス
テム改修委託料

システムの改修等の
契約は随意契約で行
うのか。

委託予定業者は、現在使用しているシステムの初期導入
業者であり、保守委託を行っている。別の業者に改修を
委託した場合、最初からシステム自体のやり替えとなる
ことから、現在の業者と随意契約を行う予定である。

3-2-1-19
乳幼児等医療助
成費

今回補正を行う助成
費は、いつからいつ
までの期間の分か聞
く。

１月診療分のみである。２月診療分以降は２か月遅れで
請求されるため、令和６年度当初予算での支払いとなる。

防災対策課

7-5-1-18
住宅耐震改修工
事費補助金

事業内容について聞
く。

耐震診断、耐震改修設計、耐震改修工事の３つに分類
される。補助率は、耐震診断は無料、耐震設計は上限
３０万円、耐震工事が上限１３０万円である。なお耐震工
事については、令和６年度を目途に、上限額の引き上げ
を検討している。

7-5-1-18
負担金補助及び
交付金

国や県からの補助率
について聞く。

ブロック塀等については、国・県・市それぞれ３分の１。
耐震改修設計は、県４分の３、市４分の１。耐震改修工
事は、１００万円までが、国２分の１、県・市それぞれ
４分の１。１００万円以上では、県・市それぞれ２分の
１の上乗せとなる。

学校教育課
9-1-3-12
ＩＣＴ支援業務
委託料

委託内容について聞
く。

ＧＩＧＡスクール構想によりタブレットを使用した教育
が始まっているが、教員の技術が追いついていないため、
ＩＣＴ支援員を週に１回、民間会社から派遣いただく予
算である。タブレットを使用し教育内容の提案などの教
員への助言が主な内容である。

委員長報告
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産業厚生委員会委員長報告（条例・その他）
委 員 会 開 催 日 令和５年９月 15日
付 託 件 数 ３件
審査経過及び結果 下表のとおり

■議案第４号　室戸市福祉医療費助成に関する条例の一部改正について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

１５歳から１８歳に改めることによって、
対象人数は何人になるのか。
また、金額はいくらか。

対象人数は約１６０人。金額については、年間ベースで約
４００万円を見込んでいる。

原案可決

市外在住者への対応と国の補助はどの
程度となるのか。

市外在住者へのＰＲとしては、市の広報とホームページ
等で周知する。国庫補助金はない。

■議案第９号　高知県広域食肉センター事務組合の解散について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

食肉センターの建物は取り壊しをする
のか。

建物は既に解体をしており、現在は職員や業者の駐車場
として整備している。

原案可決
新食肉センターは、豚の解体がないと
聞いたが、なぜ牛だけにしたのか。

県内に２つの食肉センターがあるとさびわけが必要にな
るため、高知市の食肉センターは県内全体の赤牛の振興
もあり牛に特化している。四万十市の食肉センターは豚
の生産地が多いので豚に特化して行っている。

■議案第10号　高知県広域食肉センター事務組合の解散に伴う事務承継について
質 疑 内 容 答 弁 内 容 審査結果

事務は高知市が他の市町村の部分も全
て行うのか。 事務組合が解散するので、解散後の事務を行う。 原案可決

産業厚生委員会委員長報告（予算）
委 員 会 開 催 日 令和５年９月 15日
付 託 件 数 ２件
審査経過及び結果 下表のとおり

■議　案　名：議案第７号　令和５年度室戸市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）について
　審査結果：原案可決
所 管 課 款 項 目 質 疑 内 容 答 弁 内 容

市 民 課
（歳出）
1.1.1
共済費

互助会の負担金は何
人分であるのか。 ４人分である。

委員長報告
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総務文教委員会委員長報告（管内視察）

所管課 施設名 質疑内容 答弁内容

消 防 本 部 椎名コミュニティ
センター

どのような事業を行うため
の施設か。

消防分団屯所としての機能のほか、広間や備蓄倉
庫も完備している。
施設は１４.５ｍの高さに建設予定であり、津波浸水
区域外となるため、避難所としての機能も有する。

土地の所有者は何名いる
のか。また、工事のスケ
ジュールについて聞く。

用地は２筆で、地権者も２名である。
土地の売買契約は、基本的な合意を得ており、秋
から冬にかけて造成工事を着工する予定である。
工期は、年度内完成が難しい可能性が高く、繰越
対応も検討している。

人権啓発課 佐喜浜市民館

駐車場の入口が狭い。国道
側から進入できる十分なス
ペースを確保できないのか
聞く。

西隣にある市民館駐車場の柵を一部撤去等できな
いか館長と協議中である。

財産管理課 室津川団地

以前入居していた方は何世
帯入居するのか。
また、空き部屋があった場
合は、募集を行うのか。

以前の団地に入居していた５世帯が新たな団地へ
入居予定である。
残りの部屋については、今後住宅の集約化や新た
な入居者の公募を検討していくことになる。

総 務 課 室戸岬出張所
出張所南側にある住宅は、
公民館敷地内へ建設してい
るのか。

公民館の一室を出張所としているので、公民館の
敷地の範囲については、総務課では把握していな
い。

視 察 日 令和５年７月 11日、７月 12日
視 察 施 設 数 13件
事 務 調 査 結 果 下表のとおり

■議　案　名：議案第８号　令和５年度室戸市介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について
　審査結果：原案可決
所 管 課 款 項 目 質 疑 内 容 答 弁 内 容

保健介護課

（歳入）
7.2.1
介護給付費準備
金繰入金

（歳出）
5.1.3
償還金利子及び
割引料

繰入金で１億強の結
構な金額だが、毎年
度同額であるのか。

繰入するかどうかは年度末に黒字になるか赤字になるか
で決まってくる。昨年度は積み立てている。黒字の場合
は基金に積立、赤字の場合は繰入を行っている。

県負担金返還金、国
庫負担金返還金、支
払基金交付金返還金
はどういう風に計算
されているのか。

年度当初の概算交付で申請額が決定され、翌年度に実績
報告を行い、その差し引き分で返還や追加交付となる。

委員長報告
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所管課 施設名 質疑内容 答弁内容

生涯学習課 菜生教育集会所

今後も教育集会所を使用す
る予定はないのか。
また使用しない場合は、解
体するのか。

現在のところ使用する予定はない。
解体については、劣化の度合いが激しいものなど
優先順位をつけて行っていく。

年間の維持管理費について
聞く。

光熱水費が発生しているのは、現在使用されてい
る明神川教育集会所等のみである。

まちづくり
推 進 課 あおぞらだんち

８区画中１区画がまだ残っ
ている。完売に向けてどの
ように取り組んでいくのか
聞く。

庁内で協議を行い、新聞折り込み等に取り組み早
期に完売できるよう努める。

学校教育課

羽根小学校 地震発生後の避難手順につ
いて聞く。

地震発生時は身の安全を確保する。
揺れがおさまったら校門に集合し、点呼確認を
行ってから一時避難場所に向かうようにしている。

室戸中学校

山や高台へ避難する途中で
津波に襲われる可能性があ
ると思う。校舎の屋上で津
波がおさまるまで待機でき
ないのか。

当初は耐震改修工事を行い、屋上へ避難する計画
であった。しかし、校舎の耐浪調査で津波による
横すべりや転倒の危険性があることがわかり、現
在は、山や高台等の校舎以外の場所に避難を行う
ようにしている。

佐喜浜小学校
津波の想定浸水高と、避難
場所はどこになっているの
か。

浸水高は２～３ｍである。小学校の避難場所は海
抜２４.７ｍのお寺附近の広場である。

佐喜浜中学校
海岸沿いの学校は基本的に
屋上に逃げて良いと考える
がどうか。

津波避難については、第１は高台や山へ逃げるこ
とを優先し、万が一間に合わない時は避難タワー
等に緊急的に逃げるという考えである。
高台や山へ避難すれば、さらに上へ逃げることが
できるため、まずは山等へ逃げることとしている。

防災対策課

吉良川西灘
津波避難路

山手線を避難経路として整
備を行う計画はないのか聞
く。

担当課とも協議しながら、検討していく。

浮津西町
津波避難タワー

収容人数が１４０名との説
明であったが、収容人数は
どのように決めたのか聞く。

収容人数については、世帯数を考慮した。
また、高台の避難場所に逃げ遅れた方も対象とし
ている。

今後浮津下町などの中心部
に、津波避難タワーの建設
計画はあるのか聞く。

現時点での計画はない。

吉良川西灘
津波避難タワー 質疑なし※

※防対策課所管の吉良川西灘津波避難タワーについて、「現在の場所では、海へ向かって
逃げることになるので、旧国道北側に建設を希望する住民意見もあったが、適地がなかっ
たため、希望地でなくても避難タワーが建設された方が望ましいということで現在地へ
の建設に賛成したという経緯は記憶しておいてもらいたい」との意見あり。

委員長報告
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産業厚生委員会委員長報告（管内視察）

所 管 課 施 設 名 質 疑 内 容 答 弁 内 容

保健介護課
子育て世代
包括支援センター
「むろとっこ」

あき総合病院との連携は、
月何回か。
また、どういったことを
行っているのか。

２カ月に１回。現在はＷｅｂにてあき総合病院の助
産師、安芸福祉保健所の母子担当、市の保健介護
課の看護師・保健師が参加している。
あき総合病院に通院している方の状況を情報共有
している。

スタッフを充実させるにあ
たり、市長部局と話し合い
をしているのか。

総務課や市長に要望し、保健師の募集をかけてい
る。

健 康 医 療
政 策 課 室戸市立診療所

今後も５,７００万円や６,０００
万円の赤字が続いていくと、
市の財政状況で事業継続し
ていくのは厳しくなるが、
対応や対策について聞く。

室戸診療所については、建設前から一定の赤字額
が出るものとして、説明を行ってきた。そのうえ
で、議会からも賛同を頂き、整備したものと考え
ている。
将来的には、本市の民間医療機関も医師の高齢化
等によりなくなっていくことも予測されるため、
市民の健康を支える医療機関として継続していけ
るよう、患者数の増等に取り組み、赤字額の縮小、
収支の改善に努めていく。

観 光
ジオパーク
推 進 課

室戸海洋深層水
体験交流センター

コロナ禍でも酷い落ち込み
をしていないのは、固定客
で回っていると認識してい
る。保健介護課と取り組む
健康増進施設という大メイ
ンの趣旨があることから広
報等の宣伝もしているが、
集客を増やすためのワンラ
ンク上の施策は。

新規利用者を増やす施策に取り組みたい。現在年
会費の無料やＳＮＳをフォローしたら割引する。
また、８月の夏休み期間中は子ども料金を１００円
にし、大人の誘客に繋げたいと考えている。
宿泊事業者には、宿泊客に施設の割引券の配布を
行っていただいている。

市民が利用することが大事
であり、集客を考えたら利
用料金の減額と送迎のバス
の２つを考えていかなれば
ならないと思うが、検討す
る考えはないのか。

マイクロバスの購入については、指定管理期間の
都合等からマイクロバスの購入やレンタルが不可
であったため、小さいワンボックスの購入に留め
た。コミュニティバスを走らせたり、公共交通の
連携を進めていきたい。金額については、全国に
ある深層水を使った水中運動施設の中では安価で
ある。一歩目を踏み出してもらうためにも無料券
の配布などについて考えていきたい。

むろと海の学校 取水口の完成はいつになる
のか。

まだ執行中であり、確定していない。
今年度中に工事の積算を終わらせ、できれば１２月
補正予算に計上したい。

視 察 日 令和５年７月６日
視 察 施 設 数 ９件
事 務 調 査 結 果 下表のとおり

委員長報告
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所 管 課 施 設 名 質 疑 内 容 答 弁 内 容

こ ど も
子 育 て
支 援 課

室戸市立
大谷保育所 質疑なし

建設土木課

大平線
東ノ川橋

東ノ川橋の完成までのタイ
ムスケジュールと金額を聞
く。

今年度の未施工分の仮橋と仮設道路が２億４,０００万
円。６年度、旧橋の撤去に約８,０００万円。７年度
は下部工と上部工製作で約１億円。８年度、上部
工の据え付けで約１億円。９年度で仮橋の撤去と
取り合わせ基盤と水道の補修関係で約５,０００万円。
令和１０年度に下の内橋の撤去で約３,０００万円で
ある。

２本の橋が１本に集約され
ることで住民の方からの意
見はあったと思うが、状況
を聞きたい。

橋の撤去に関する反対意見はなく、１つになる橋
の位置関係についての意見があり、現位置での架
け替えになった。

佐喜浜本線
佐喜浜橋

１０億円の事業費のうち、
市費が数億円というが国民
の借金になっていく。市費
が少ないからといって事業
費１０億円もの橋が必要な
のか再度話し合ってはどう
か。

市長と協議をする。

産業振興課

花まるひろば １,７９１万５千円の雇用分
の説明を聞く。

正職員３名、パート１名を雇用している。
補助金の要件は、正職員１名に対して１,０００万円。
パート職員１名で５００万円となっているので要件
を満たしている。

株式会社
仙頭車輌 質疑なし

委員長報告
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議会の傍聴に
おいでください。

定例会の傍聴にお忙しくて
来られない市民の皆様に

議会事務局　☎ 22-5140

　行政の動きがご理解頂けるように編集委員一同、「簡
明で判り易い紙面に！」の思いを込めて議会だよりを
編集いたしました。
　市民が安心して暮らせる郷土を目指し議員一同、より
一層の努力をしてまいりますので、今後共ご指導ご鞭撻
をよろしくお願いいたします。

〈編集委員一同〉

次の議会定例会は
12月上旬です。

産業厚生委員会開催

総務文教委員会開催

四国８の字ネットワーク整備促
進四国東南部連盟による四国地
方整備局への要望活動に議長出
席

市町村議会議員研修に5名の議
員が出席

四国８の字ネットワーク整備促
進四国東南部連盟による関係省
庁及び、地元選出国会議員への
要望活動に議長出席

産業厚生委員会開催

産業厚生委員会開催

総務文教委員会開催

産業厚生委員会開催

第143回高知県市議会議長会臨
時総会に正副議長が出席

ＡＭＡ地域連携推進協議会総会
に議長出席

総務文教委員開催

議会運営委員会開催

執行部とともに、議長が国土交
通省四国地方整備局高知港湾・
空港整備事務所に陳情

第73回社会を明るくする運動
推進委員会に議長が出席

執行部とともに、議長が高知県
に陳情

産業厚生委員会管内視察

第73回芸東消防連合会総合訓
練大会に正副議長及び関係議員
が出席

議会運営委員会開催

部落差別をなくする運動協調旬
間街頭啓発パレードに１名の議
員が出席

総務文教委員会管内視察

部落差別をなくする運動協調旬
間記念講演会に３名の議員が出
席

一般国道55号・阿南安芸自動
車道整備促進期成同盟会総会及
び高知東部自動車道整備促進期
成同盟会総会並びに国道493号
整備促進期成同盟会総会、道路
整備に関する勉強会に議長出席

ごめん・なはり線 活性化協議
会総会及び安芸広域市町村圏事
務組合議会定例会に議長出席

７月21日

７月25日

７月26日

７月27日

８月 1 日

８月 1 日

８月 7 日

８月17日

８月18日

８月24日

８月28日

８月31日

９月 5 日

７月 5 日

７月 6 日

７月 6 日

７月 6 日
　〜 7 日

７月 9 日

７月10日

７月11日

７月11日
　〜12日

７月13日

７月14日

７月18日

閉会中の主な議会活動

閉会中の主な議会活動


